










































































○山田 泉  教授○
　山田先生は、本学部が開設した2003年に着任されて以来、14年、本学のため
にご尽力くださり感謝申し上げます。先生は、高等学校の国語科教諭、文化庁
日本語教育専門職員、昭和女子大学文学部助教授、大阪大学留学センター教授
を経て本学部に着任されました。
　先生のご専門は、ご経歴からも知られるように日本語教育や多文化教育で
す。先生のご研究は、長期間現地に滞在して観察する現場主義によるもので、
多様な人たちが「ともに生きる」社会として必要なものは何かを追求するもの
です。グローバル社会の現代にとってきわめて重要な研究テーマだと思いま
す。
　本学では、教授会副主任をはじめ、体験型科目主任や各種委員として学部運
営を支えていただく一方、全学的にはグローバル化を目指している法政大学の
日本語教育プログラムの準備や運営にご尽力をしていただきました。
　先生は、いろいろな社会活動をされていますが、なかでも中国帰国者定住促
進センターの教務課長として日本語プログラムを実施したことや、川崎や大阪
では、日本語を第一言語としない人たちに対する識字教育などを熱心に取り組
まれました。
　学会活動では、社団法人日本語教育学会において、日本語教育界に文化的視
佐貫浩教授、八幡成美教授、山田泉教授のご退職にあたって　7
点の必要性、子ども対応の必要性、言語政策などに新しい視点を提示され、研
究・教育活動を実践してきたことが認められて、同会の学会賞を受賞されるな
ど、先生のご活動は斯界でも高く評価されています。
　本学の教育面では、ゼミ活動では学生たちを海外に引率するグローバル体験
や、本学部が独自に認定する地域学習支援士プログラムでは、先生のフィール
ドの一つである川崎市では在日コリアン集住地域にある学習施設の利用者を参
与観察し、その活動にも参加することなど、座学にとどまらず現場体験を組み
入れた教育を実践していただいたことに感謝申し上げます。
　なお、来年度以降もゼミや地域学習支援士など、本学部の教育活動にご尽力
していただくことを予定しております。ご退職は一つの区切りになりますが、
どうぞ今後ともよろしくお願いします。
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